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【学校教育目標】「自ら気づき、考えて、動く子どもの育成～やさしく かしこく たくましく～」
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自信をつける、自信を取り戻す夏休みに
　「夏休みを迎える会」を行いました。子ども達が楽しみにしていた夏休
みが始まります。会では、7月までの成果と課題や、夏休みに気を付けてほ
しいことを考えました。
　子ども達には夏休みだからこそできることにチャレンジしてほしいと思
います。長編小説を読む・自由研究に取り組む・芸術/自然/スポーツに親
しむ、人との交流を深める、新しいことに挑戦する…などいろいろ考えら
れます。繰り返し行ったり粘り強く行ったりすることで、自信をつけたり
自信を取り戻したりできると思います。知的好奇心、そして五感を精一杯
働かせて「ネット・スマホどころではなくなる」ような夏になることを願
っています。
　保護者の皆様、地域の皆様7月までの教育活動へ御理解・御協力いただ
き、ありがとうございました。夏休みの子ども達の生活につきましても声
掛け、見守りをよろしくお願いします。

平和をつくるのはわたしたち

1年生　金融教室(7/7 )

6年生　東川登町について調べた
　　　   ことの発表会(7/10)

　長崎市「被爆体験を語り継ぐ  永遠の会」（以下「永遠の会」）の方を講師に迎え、平和集会を行い
ました。「永遠の会」の方による絵本「ピカドン」の朗読、原子爆弾の説明、戦時中の子どもの生活、
詩「明日が来なかった子どもたち」の朗読などがありました。子どもたちは、原子爆弾によって多くの
人々の日常が、希望が、未来が、命が絶たれたことをまざまざと知り、「戦争のない世の中にしたい」
「みんなと仲良くしていきたい」と決意を新たにしました。今年は、なかよし班で鶴を折る活動も行い
ました。平和への祈りを込めて丁寧に折った鶴は、6年生が長崎修学旅行で祈念館に捧げる予定です。

「永遠の会」の方による朗読

平和集会（7月16日）

6年生の朗読 鶴折り

信頼される教師、学校に
　報道等でも御承知のとおり、最近、教職員による不適切な行為が続けて発生し、皆さまには大変な御
心配と御不安をおかけしております。本校では、7月2日に「わいせつ行為の禁止」について服務研修
を行いました。また、トイレや更衣室の定期的な点検や教室等の整理整頓、教職員の私的な端末による
児童の撮影を行わないことなどを確認しました。
　指導においても、不必要な接触や第三者の目の届かないような環境となる場面をなくすとともに、子
どもの自主性や自律性を伸ばす指導、成長を促す適切な指導について共通理解と共通実践を行っていき
ます。
　今後も、子どもたちの安心・安全な学びの場を守ることを最優先に、教職員一同、誠実に取り組んで
まいります。


